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開封サイレージ安定のための仕切布と被覆マットの利用
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1 は じ め に

サイロ開封後のサイレージの変敗防止対策として ,著者

らは有機酸特にプロピオン酸の利用効果を明らかにしたが ,

この試験では仕切布と被覆マットを用いる,いわゆる物理

的方法について検討したので,結果の概要を報告する。

2試 験 方 法

昭和58年 6月 8日 に予乾切断したオーチャードグラスを

対照区 (無仕切り)及び試験区 (4層に分けてビユールで

仕切る)の各コンクリートサイロ (径100",深 さ200m)

に390″ずつ貯蔵した。この場合の密度 (″ /″ )は 276

″となった。各サイロはFul年 7月 31日 に開封し,19日 間毎

日深さ10昴ずつ取り出した。対照区は取出後の表面を無被

覆とし,試験区は取出作業の 1時間後に表面をマット (ゴ
ム製 ,厚さ11嗣 )で被覆し,両処理区のサイレージの温度

変化 ,品質 ,めん羊による採食性などを調査した。

3試 験 結 果

材料詰込後の発酵温度については,対照区と試験区との

間に明らかな差がみられなかった。これを 1 撮 上層)～

4(最刊詈)倒冒男
『
こみると,詰込初期には2>1>3>4

層の関係があり,」嘗ではやや高温になること力濡められた。
サイロ開封後の層別温度は,図 1及び図 2に示すように

なった。すなわち,対照区の層 1の温度は2日 目当たりか

ら上昇しはじめ,3日 後には40℃を越える高い温度に達し

表 1 サイレージの品質
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図 : 対照区のサイレージの温度変化
注 1(最上層 )→ 4(最下層 )
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図2 試験区のサイレージの温度変化
注 1(最上層 )→ 4(最下層 )

た。また ,層 2は 5日 後45Cと なり,層 3は
'日
後 ,層 4

は14日後にそれぞa142Cを越え,いずれも極めて高い温度

となった。他方,試験区の層 1の温度は5日後に30C,層

2は 3日 後に33℃ ,層 3は 13日 後に33℃ となったが,層 4

は最も高い時期でも25℃であった。試験区の層 1～ 3の最

高温度は,日最高気温に近く,その他はほば平均気温に相

当する温度であった。試験区と対照区の層別最高温度の差
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は,それぞれ10,12,9及 び17℃であり,全層の平均値で
みると試験区の方が12℃ も低く,仕切布と被覆マットの利

用効果の大きいことがうかがわれた。

各処理区の層別に調べたサイレージの品質は表 1の とお

りであった。

対照区におけるサイレージの水分含量は,発熱や蒸散な

どによりわずかに低下したようにみられる。また,pHは
上層で低く,最下層では高くなった。全窒素に対する揮発

表 2 サイレージの飼料成分

項  目
粗蛋白 粗1旨肪  NFE 粗繊維 粗灰分

性塩基態窒素の発生率や乳酸の合有率は,概 して上層で低

く,下層で高くなる傾向を示した。一方,試験区のサイレー

ジの水分とpHは対照区に比べて各層間の差が小さく,揮

発性塩基態窒素はわずかに低く,有機酸は上層から下層に

向うに従い高くなる傾向がみられた。

詰込材料に対するサイレージの乾物回収率は,対照区が

平均806%(7'2～ 821%),試 験区は平均837%(813
～858%)と なり,試験区の方が約 3%ほど高くなった。
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これは明らかに仕切布とマットの併用効果とみられる。両

処理区のサイレージの乾物成分は表 2に示すとおりで,原

材料に比べて含量が低下した成分は,粗蛋自とNFEであ
り,逆に高くなった成分は粗脂肪,粗繊維,粗灰分,セル

ロース,AD「などであった。一般に対照区の上層部分で
やや変動が大きく,こ れには発熱や変敗が影響したものと

みられる。

次に,取出期間中の一般性状についてみると,対照区の

サイレージの表面は,常にサイロ内の空気に触れていたこ

とから水分の低下が起こり,色が明るく,外観的にはすぐ

れていた。他方,試験区のサイレージは日中,夜 F80を通し

て被覆されていたため,,マ ットの直下部分は水分が高く
て,色調も暗く,試験後期にはカビの発生が観察された。

しかし,このようなカビの発生は試験区のサイレージのご

く一部表面に限られ,深部に及ぶものではなかった。

以上のサイレージを用いて行っためん羊による24時間の

飽食試験の結果は図 3のとおりである。開封時から試験中

期頃までの採食量には処理区間に差がみられなかったが ,

後期の採食量はやや対照区の方力勝 る傾向を示した。また ,

対照区の後期のサイレージには一部にカビや酵母の発生が

みられたが,カ ビ臭はなく芳香さえ感じられた。サイレー

ジに対する家畜の嗜好は,酵母の発生がみられた低密度高
温発酵サインージですぐれ,採食量が多くなることが知ら
れているが

'本
試験の結果もこれとほぼ共通しているよ

うに思われる。
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図3 めん羊による採食量の推移

4 ま  と  め

サイレージ材料の詰込時に仕切布を用い,更 にサイレー

ジ取り出しごとに被覆用マットを併用することにより,マ ッ

ト直下サイレージの一部にカビが発生した。家畜の採食性

の面でも無被覆発熱サイレージよりやや劣る傾向がみられ

たが,総 じてサイレージを安定した状態で保存することが

できた。このことからみて,仕切布と被覆マットを併用す

る方法は物理的な変敗防止対策の一つとして実用化できる

ものと思われる。
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